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要旨 
看護基礎教育において臨地実習による経験学習は看護専門職を育成するために根幹をなす教育方法
となっている．本研究の目的は、「臨床実習における看護学生の気づき」の概念を文献検討から明らか
にすることである．対象文献は日本国内に限定し，37論文を対象論文とした．倫理的配慮として，文献
の使用にあたっては出典を明らかにし，筆者の意図を損なわないよう文献を精読し分析した．分析は
Rodgersの概念分析のアプローチ方法を参考にした．結果，臨床実習における看護学生の気づきの属性
は，【看護場面で感じ注目し関心を持つ】，【振り返り言語化する】が抽出された．先行因子は，【実習環
境】，【患者・家族との会話】，【看護師の実践の観察】，【看護の実践】，【緊張の軽減】，【他学生の状況と
共有】，【教員・指導者からの助言】，帰結は，【対象は生活する主体であり個別性・多様性がある】，【学
生自身が自分の傾向を知り，新たな学びを得る】，【看護には意味と必要性がある】，【満足感】が抽出さ
れた．分析の結果，臨地実習における看護学生の気づきは，看護場面で感じ注目し関心を持つことであ
り，その経験を振り返り言語化することと定義した． 
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Ⅰ. はじめに  
看護基礎教育においては看護の実践科学とい
う性質から実習に重点を置いた教育が行われて
いる．また，保健師助産師看護師学校養成所指定
規則（厚生労働省，2015）においても臨地実習は
23単位の履修が義務づけられ，看護人材の育成に
おいても必須の学習方法となっている．それは，
臨地実習は学生が知識，技術，態度などの能力を
獲得し，看護職としての職業アイデンティティを
形成していく重要な学習の場であるとされてい
るからである．臨地実習では療養者やその家族と
直接接し看護実践に参加するという経験を通じ
で学習する．このような経験学習は John Dewey
（Dewey，2004）をはじめとする様々な研究者に
よって人材育成における中心的な学習理論とな
っている．経験学習においては経験学習モデル
（Kolb，1984）が有名であるが，経験から何をど
のように学ぶのかということは，看護基礎教育に
おいても重要な論点である． 
現在，看護実践の場は病院などの医療機関にと
どまらず，療養者の自宅，高齢者や障碍者の入所
施設，デイケア，作業所，自治会，コミュニティ，
学校，企業などの労働活動の場など多岐にわたっ
ている．同様に看護基礎教育においても学修目的
に応じて看護実践の場を確保し，学修環境を調整
する必要がある．その看護実践の場で学生が具体
的な経験を蓄積し，多角的な視点から振り返るこ
とによって，経験を通じた学びができるのである．
先行研究においては看護学生がこの具体的経験
から内省する際の記述や，学習過程から得られる
概念抽象化に関する研究報告は多く発表されて
いる．また，実習における「気づき」の研究報告
は多くなされているが，その内容の多くが実習の
学びについて報告されたものであり, 気づきと
学びが同義として使用されている．また，学生が
実習において気づくという事象について具体的
はどのようなものであるか論じられたものは殆
どない．概ね気づきの定義が曖昧で，経験から抽
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 象化における「気づき」そのものに焦点をあてた
報告はあまり見当たらない．  
一方，看護分野では経験学習の状況を表す際に
「気づく」というワードを一般用語としてよく使
用する．そもそも一般的に気づくとは，「思いが
そこにいたる．気が付く．感づく．」（新村，2018）
とされ，概ねそのように使用している．また，看
護実践においても，気づくことの重要性がうたわ
れることは少なくなく（柳田，2011）,気づく力
を向上させる研修も盛んにおこなわれている．た
だし，看護基礎教育において概ね気づきは一般的
な意味で使用され，何をもって気づきとしている
のか曖昧である． 
そこで，本研究では，臨床実習における看護学
生の気づきの概念を文献検討から明らかするこ
とを目的とした． 
 
Ⅱ. 研究方法 
本研究の研究方法は文献研究である．対象文献
は日本国内に限定し，臨床実習における看護学生
の気づきに関する論文とした．文献収集に使用し
たデータベースは医学中央雑誌 web版，CiNii 
Articlesとした．検索語は「臨床・臨地実習」「看
護学生」「意識性 or気づき」とし，1998年から
2018年の過去 20年に発表された論文から，原著
論文の 188論文に絞り込んだ．抄録から，研究対
象が学生以外の者であるもの，演習に関するもの，
文献検討，助産師課程，保健師課程等を除外して
66論文を抽出した．更に，論文タイトルには気づ
きの記載があるものの，論文本文内に気づきの内
容の記載がないものなどを除外し，研究目的に合
致する 37論文を対象論文とした．分析方法には
Rodgersの概念分析のアプローチ方法（Rodgers, 
2000）を参考にした．まず，対象論文を精読し，
臨床実習における看護学生の気づきの属性，先行
因子，帰結に関する記述を抽出した．その抽出し
た記述をコード化し，類似性と相違性でカテゴリ
化した．その後，カテゴリの関係性から構造化し
て概念モデルを作成した． 
倫理的配慮として，文献の使用にあたっては出
典を明らかにし，筆者の意図を損なわないよう文
献を精読し分析した． 
Ⅲ. 結果 
1. 対象論文の概要 
対象の 37論文の研究対象者は 25論文が大学生，
4論文が短期大学生，8論文が専門学校生であっ
た．実習領域では精神看護学 7論文，成人看護学
6論文，基礎看護学と小児看護学が各 5論文，そ
の他，在宅看護学，地域看護学，総合実習などで
あった．データは 11論文が面接調査，3論文が質
問紙調査で収集し，その他，リフレクションジャ
ーナル，プロセスレコード，レポートなどの実習
記録を使用し，全て質的分析を行っていた．（表 1） 
2.臨地実習における看護学生の気づき 
 分析の結果，属性，先行因子，帰結が抽出され
た．以下，カテゴリは【】サブカテゴリは［］で
示す． 
1）属性 
臨床実習における看護学生の気づきの属性は，
実習の［看護場面で感じる］［注目する］［関心を
持つ］という【看護場面で感じ注目し関心を持つ】
ことと，［振り返る］［言語化する］という【振り
返り言語化する】を抽出した．（表 2） 
2）先行因子 
臨床実習における看護学生の気づきの先行因
子は，【実習環境】，【患者・家族との会話】，【看
護師の実践の観察】，【看護の実践】，【緊張の軽減】，
【他学生の状況と共有】，【教員・指導者からの助
言】が抽出された．（表 3） 
3）帰結 
臨床実習における看護学生の気づきの帰結は， 
［生活する主体としての対象と家族］，［対象者の
個別性・多様性］，［家族看護の視点］から【対象
は生活する主体であり個別性・多様性がある】，
［自分の先入観や思考の傾向認識のずれを知る］，
［新たな学びを得る］から【学生自身が自分の傾
向を知り，新たな学びを得る】，そして，【看護に
は意味と必要性がある】，【満足感】を抽出した．
（表 4） 
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表１．対象文献の概要 
  著者名 (年) 研究対象 対象実習 データ/調査方法 分析方法 
1 道廣ら（2018） 大学 2 年 68 名 基礎看護実習Ⅱ RJ＊ 質的帰納的分析 
2 菅原ら（2017） 専門学校生 10 名 小児看護学実習 半構造化面接 カテゴリ化 
3 白石ら（2017） 大学生 母性看護学実習 半構造化面接 質的分析 
4 齊藤（2017） 大学生 8 名 小児看護外来実習 レポート KJ法 
5 鈴木ら（2017） 大学生 64 名 在宅看護学実習 レポート 質的分析 
6 山本ら（2016） 大学 4 年生 55 名 小児看護学実習 課題レポート 質的帰納的分析 
7 畠ら（2016） 大学生６名 精神看護学実習 インタビュー 質的帰納的分析 
8 西田ら（2016） 専門学校 3 年生 424 名 統合実習以外の実習 調査用紙 内容分析 
9 後藤ら（2016） 大学 4 年 10 名 総合実習 半構造化面接 質的帰納的分析 
10 棟近ら（2016） 専門学校 3 年生 20 名 成人看護学実習 レポート カテゴリ化 
11 村重ら（2016） 大学 4 年生 7 名 精神看護学実習 半構造化面接 質的分析 
12 岡本ら（2015） 大学 4 年生 14 名 総合実習 実習記録 質的帰納的分析 
13 早船（2014） 専門学校 3 年生 5 名 臨地実習全般 半構造化面接 質的分析 
14 今井（2013） 専門学校生 4 名 小児看護学実習 半構造化面接 質的分析 
15 松永ら（2013） 大学 4 年生 70 名 臨地実習全般 RJ 類似による分類 
16 加藤（2013） 大学 4 年生 18 名 精神看護学実習 自記式質問紙 質的分析 
17 石田（2012） 大学 2 年生 24 名 精神看護学実習 実習記録 内容分析 
18 鰺坂ら（2012） 大学 3 年生 成人看護学実習 半構造化面接 KJ法 
19 堂下ら（2012） 大学生 62 名 精神看護学実習 ﾌﾟﾛｾｽﾚｺｰﾄﾞ カテゴリ化 
20 佐藤（2012） 専門学校生 3 年生 2 名 成人看護急性期実習 半構造化面接 カテゴリ化 
21 道廣ら（2009） 大学１年生 基礎看護実習 課題レポート 質的帰納的分析 
22 谷村ら（2011） 大学３年生 4 名 成人慢性看護学実習 課題レポート M-GTA 
23 岡本（2011） 短期大学１年生 11 名 基礎看護実習 半構造化面接 GTA ** 
24 繁田（2011） 短期大学 3 年生２名 全実習 面接 質的分析 
25 石井ら（2007） 大学生 成人看護学慢性期実習 レポート 質的分析 
26 吉田（2009） 専門 3 年生 36 名 地域看護学実習 課題レポート 質的分析 
27 中野ら（2009） 大学 2 年生 10 名 精神看護学実習 記述 質的分析 
28 寺島ら（2008） 大学 3 年生 1 名 領域別実習 ﾌﾟﾛｾｽﾚｺｰﾄﾞ 質的分析 
29 矢吹（2008） 短期大学 3 年生 51 名 精神看護学実習 実習記録 カテゴリ化 
30 神庭ら（2008） 大学生 早期体験実習 実習記録 質的分析 
31 片岡ら（2008） 大学生 79 名 地域基礎看護学実習 レポート カテゴリ化 
32 安藤ら（2008） 大学生 2 年生 88 名 基礎看護学実習 RJ 質的記述的方法 
33 中田ら（2005） 大学 2 年生 66 名 基礎看護実習 RJ 質的分析 
34 久代ら（2004） 大学 3 年生 44 名 老年看護臨地実習 実習記録 カテゴリ化 
35 三ヶ島ら（2003） 専門学校生 7 名 訪問看護実習 実習記録 カテゴリ化 
36 佐々木ら（2001） 大学４年生 15グループ 小児看護学実習 実習記録 カテゴリ化 
37 阪口ら（2000） 短大 3 年生 79 名 小児看護学実習 カード 質的研究 
＊RJ : Reflection Journal   ＊＊GTA : ｸﾞﾗﾝﾃﾞｯﾄﾞｾｵﾘｰｱﾌﾟﾛｰﾁ 
 
 
表 2.臨地実習における看護学生の気づきの属性 
カテゴリ サブカテゴリ 記述 
看護場面で感じ注目し
関心を持つ 
看護場面で感じる 直感的に理解したことの本質の意味を明らかにする 
 看護場面で感じたこと，思ったこと，考えたこと 
 臨地実習で最も印象に残っている場面を振り返る 
関心を持つ 気にかかったことやその場で起こったことに関心を持つ 
注目する 注目したことや感じたこと考えたこと 
  自身の感情や思考を自覚する 
振り返り言語化する 振り返る 振り返える 
 他者との関係を吟味する 
 内面化 
言語化する 整理をする 
 言語化する 
 記述したもの 
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表 3.臨地実習における看護学生の気づきに関する先行因子 
カテゴリ 記述 
患者・家族との会話 患者からのケアの拒否 
 患者とのコミュニケーションが難しい場面 
 患者の状態，反応，言動 
 コミュニケーション 
緊張の軽減 感情 
 緊張の軽減 
看護の実践 日々の援助 
 看護技術の実践 
 学生自身でできた実感 
 十分できなかったこと 
看護師の実践の観察 看護師の実際 
 看護師の観察と判断 
他学生の状況と共有 患者・学生同士のやりとり 
 他学生の状況 
 学生との共有 
教員・指導者からの助言 教員・指導者からの助言 
 教師との対話 
実習環境 実習環境 
 
 
 
 
 図 1.臨地実習における学生の気づきの概念モデル 
先行要件 属 性 帰 結 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
振り返り 
言語化する 
他学生の状況 
と共有 
患者・家族 
との会話 
緊張の軽減 
看護の実践 
看護師の 
実践の観察 
教員・指導者 
からの助言 
看護場面で感
じ注目し関心を
持つ 
対象は生活する
主体であり個別
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表 4.臨地実習における看護学生の気づきに関する帰結 
カテゴリ サブカテゴリ 記述 
対象は生活する主体であり
個別性・多様性がある 
生活する主体としての対象
と家族 
患者の本当の気持ち 
対象/患者の思い 
生活者 
患者と家族の力 
患者の健康的な面 
決定者は利用者と家族 
対象者の個別性・多様性 対象の個別性 
多様性 
患者の変化 
家族看護の視点 対象と家族の関係 
家族看護の視点 
家族支援 
学生自身が自分の傾向を知
り，新たな学びを得る 
自分の先入観や思考の傾向
認識のずれを知る 
認識のずれ 
イメージの違い 
自分の思い込み，偏見・先入観 
自己の患者観 
自己の援助姿勢の傾向 
自分の傾向 
自己理解 
考えの間違い 
自分の思いの優先 
自己の技術の未熟さ 
新たな学びを得る 自分自身の生き方 
他者から学べること 
新しい世界を知る 
看護には意味と必要性があ
る 
 看護技術・基本の重要性 
コミュニケーション，関わり方 
必要な看護 
援助の意味 
知識との統合 
技術の難しさ 
観察点 
会話も情報収集の手段 
信頼関係を形成し，安心感を提供 
環境に応じた援助 
訪問時以外の時間の存在 
満足感  満足感 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
梅花女子大学看護保健学部紀要, 10
- 44 -
 4）概念モデル  
以上の結果から，臨地実習における看護学
生の気づきにおける概念モデルを作成した
（図 1）．学生は気づきの先行因子として，【実
習環境】で緊張をしながらも，【患者・家族と
の会話】をし【看護師の実践の観察】しつつ，
自らも【看護の実践】を行っていた．それら
の経験を積みながら実習が進むにつれ，【緊張
の軽減】ができていた．また，先行因子には
【他学生の状況と共有】と，【教員・指導者か
らの助言】があった．  
そして，これらの経験学習のプロセスにお
いて，学生は【看護場面で感じ注目し関心を
持つ】，そして【振り返り言語化する】ことが
分かり，それが臨地実習における看護学生の
気づきであった．  
その気づきの帰結として，学生は【対象は
生活する主体であり個別性・多様性がある】，
【学生自身の傾向を知り，新たな学びを得る】，
【看護の意味と必要性がある】ことを学び【満
足感】を得ていた．  
 
Ⅳ . 考察  
1．  臨地実習における看護学生の気づきの定
義  
臨地実習における看護学生の気づきは，属
性の結果から，臨地実習における看護場面で
感じ注目し関心を持つことであり，その経験
を振り返り言語化することであると定義でき
ると考えられる．  
2．  臨地実習における看護学生の気づきの特
徴  
 殆どの対象論文において，「気づき」の定義
がみられず，一般用語での使用と同じ意味で
捉え使用していた．しかし，研究者によって
「気づき」の意味合いは微妙に異なっていた．
今回の抽出されたた属性から，臨地実習にお
ける看護学生の気づきは，【看護場面で感じ注
目し関心を持つ】では，環境からの刺激と，
自己の内面で起こる心理的な動きを指す
Awareness な状態を指すことが推察される．
脳科学においては，気づきとはこころの動き
（山鳥 ,2018）との見解があり，認知心理学
においては，気づくということを「何に注意
を引きつけられるか」（横沢 ,2017）ともされ
ている．   
学生が【看護場面で感じ注目し関心を持つ】
には，ただ経験させるのではなく，【教員・指
導者からの助言】や【他学生の状況と共有】
のように，共に経験し刺激を受ける同朋と，
学生が真の経験ができる学習支援者が必要な
ことがわかる．特に在宅看護学実習では療養
者の自宅を訪問するが，その看護場面におい
て学生によって気づきの差が著しく感じてい
る．人によって注目し関心を持つ事象が異な
ることは当然のことである．しかし，明確な
意図のある教育の場合，学生に経験し着目し
てほしい事象や情報はある．経験学習の重要
な点としてはもたれる経験の「質」にかかっ
ている（Dewey,2004）．漫然とした経験では
なく，なぜこの経験をしているのかという経
験の目的を学生自身によって真に理解される
ように支援していく必要があるであろう．そ
の結果，学生が看護場面に目を向ける意識を
持つようになるのではないだろうか．気づけ
るためには感性の育成することが大切である
（柳田，2011）が，一方，目的を意識化させ
ることが，目を向け見て聞いて臭って感じる
という五感を使って，その場の情報を受容で
きるようになる可能性を大いに含んでいると
考える．前述した療養者宅での実習で，なか
なか気づくことが難しい学生は，病院と違い
療養者と家族の生活，人生の集合体である生
活の場である家に存在する膨大な刺激（情報）
で，目的を見失い何に目を向けてよいのか混
乱していることも考えられる．先行因子で抽
出された【教員・指導者の助言】においては，
学生の何を情報収集したのかに重点を置き，
チェックリストのように指導してしまうこと
もある．しかし，それ以前に自分の経験の目
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 的を学生自身が意識できるような助言を行う
ことによって，結果的に感じ注目し関心を持
つことができるかもしれない．また，学生が
実習において目的を見失い混乱しないように
するには【緊張の軽減】が必要であり，緊張
を強いられる実習の場においては，情緒を安
定する精神的支援やセルフコントロールがで
きるようにトレーニングしていくことも必要
であろう．しかし ,学生が【看護場面で感じ注
目し関心を持つ】ためには ,未だ方策が不十分
であると推測される．更に，学生が何を感じ
何に着目しどうして関心を持つのか探求する
ことによって，その糸口が見つけ出される可
能性があるかもしれない．  
また，【振り返り言語化する】は，経験学習
プロセスにおける内省的観察と抽象化
（Kolb,1984）に合致する．学生がこのプロ
セスに進め，効果的に経験したエピソードを
想起し言語化するためには，まず，じっくり
と振り返る時間と環境が必要であり，何を振
り返るのかどのように振り返るのか，様々な
仕掛けとそれを支援する他者の存在（中
原 ,2010）が必要である．今回の対象論文に
おいても，内省活動を支援するための方策と
してリフレクションジャーナルの活用がみら
れたように，実習記録の工夫も振り返りと言
語化への有効な学習支援であることが考えら
れる．  
3．今後の課題  
 今回，臨床実習における学生の気づきにつ
いては二側面があることが示唆されたが，特
に，学生の【看護場面で感じ注目し関心を持
つ】機序やプロセスについて更に探求してい
く課題を得ることができた．海外の学習プロ
セスにおける気づきに関する先行研究につい
ても文献レビューし，臨床実習を終えた学生
に対して面接調査を行い，質的帰納的研究を
進め，学修プロセスにおける気づきについて，
更に探求していく予定である．  
 
Ⅴ . 結論  
 臨地実習における看護学生の気づきは，看
護場面で感じ注目し関心を持つことであり，
その経験を振り返り言語化することである． 
 
本研究における利益相反事項はない  
本論文は第 45 回日本看護研究学会学術集会
で発表したものに加筆修正した．  
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